
新型コロナウイルス感染対応緊急支援助成事業
「支えあう多様なコミュニティづく支援事業」

担当者 中村和可子

未来輝く！命を慈しむハイブリッド包括的性教育と相談事業

～性教育で知る「君たちは、み～んなたからもの」～



誰もが正しい性の知識を学べる社会

2014年活動開始

2019年11月設立

①

④③

②

講師養成

開発・作成・販売

学習

情報提供

「誰ひとり、性加害者にも性被害者にもさせない！」

講演等、参加者数のべ9000名



（１）団体・助成事業を取りむことになった経緯

〇自分の命を慈しむことができたり、自分の体を守る術が教
育されていたなら、このような事柄は減少するだろう。

〇命を大切にする包括的性教育に積極的に取り組む必要が
あり、そのために大人も性について学び、子どもたちに伝える
ことができる環境を急速に整える必要がある。

〇「子どもに性教育をどうやって伝えたらいいかわからない」
と保護者の声多数。

• コロナ禍によって子どもだけで過ごす時間が増えた

• 自粛生活へのストレスなどが性被害の低年齢化に深く関係している



性に関わる専門機関が共に協力・連携し合いながら

子どもの成長を見守る社会の土台作り

（２）助成事業が目指した目標



【３つの活動】

01. 包括的性教育

「性とからだの絵本」（童心社）

絵本配布

性教育サイト開設

03. 実態調査

保護者／支援者向け
アンケート実施

02. 相談事業

フリーダイヤル開設

公式LINE開設

（３）取り組んだこと



性教育絵本配布

01

【配布先】

こども食堂

児童発達支援事業所

学童保育施設

小学校

その他

◎周知方法

こども食堂ネットワーク（facebook)、チラシ配布、

行政を通じ一斉通知（メールやFAX等）、知人・友人の紹介



性のまなびサイト開設

“子どもたちの不思議”に健全に答えるために

小学生にもわかりやすい性教育サイトを開設



フリーダイヤル・
公式LINEアカウント開設

02

公式LINE登録数

109人

ポスター

ステッカー

公式LINE

※ 2023/2/3 現在



アンケート調査

03 性教育に対する意識・実態調査をもとに

小学生の保護者のニーズや認識を可視化する

ことにより課題を明確化していく

保護者向けアンケート

URLより回答

支援者向けアンケート

紙面またはURLより回答



申込総数

204／533カ所

チラシ配布

申込

0 50 100 150 200

こども食堂

児童発達支援
事業所

学童保育施設

小学校

その他

85カ所

161カ所

193カ所

4カ所

17カ所

94カ所

53カ所

26カ所

10カ所

90カ所
配布総数
２２０カ所

達成

絵本の配付

（４）目標の達成度や成果

①包括的性教育





読み聞かせやお話会



読み聞かせ後の感想

プライベートパーツを人に
見せていけないことをしりました。

もっとからだをたいせつにしたくなりました
またききたいです。

体の事が知れてよかったです。
自分の体を大切にしたいです。

プライベートパーツと言う新しいことば
をしって大切と言うこともしった。

こんなパーツがあったのは知らなかった。
だからもっと知りたくなりました。

プライベートパーツが人に見られちゃ
だめということがわかりました。



“子どもたちの不思議”に健全に答えるために
小学生にもわかりやすい性教育サイトを開設

＼ 8月20日公開／

親子で学べる性教育サイト

当たり前にある体だけれど、
自分の体はフシギなことだらけ。
自分を知ることは、自分を大切にする人生の第一歩。
自分を知ってみよう！

「いのち」「からだ」「こころ」のえをおすとまな
びのサイトにつながるよ。

NPO法人せいしとらん熊本 | 親子で学べる性教育サイト (seilearn.com)

https://www.seilearn.com/

アクセス数：482回

※ 2023/2/3 現在

https://www.seilearn.com/


子どもに関わる大人が性的トラブルに対して相談できる人や市民団体がある事を知り
安心して生活する事ができる

②相談事業

5 件 116名登録

僕は恋愛
できますか？

ト
公式LINE



性教育に関する小学生の保護者のニーズや認識を可視化することで課題が明確になり

子ども・保護者・社会が学びの場が必要

ト
• お子さんの性的な言動で困った経験の有無

• 子どもの性教育を主・サポート的に行うべき
立場の人は誰か

• 小学校のカリキュラムにあると思う性教育の
内容

• お子さんに性教育に関する内容について学
んでほしいと思う時期

• お子さんに家庭で伝えた・これから伝える性
教育に関する内容

• 子どもの性被害が発生する原因

③アンケート事業



Q,あなたは、そのお子さん
のこれまでの性的な言動
で困ったことはありますか。

Q,あなたが、小学校で習うと思う、性教育に関する内容をすべてお答えください。

●小学生保護者の大体3人に1人は性的言動に困った経験あり
●小学校では性交は取り扱っていないが約30％の保護者が習うと思っている

小学生保護者(熊本県)の認識



• お子さんの性的な言動で困った経験の有無

• 子どもの性教育を主・サポート的に行うべき立場の人は誰か

• 小学校のカリキュラムにあると思う性教育の内容
• お子さんに性教育に関する内容について学んでほしいと思う時期

• 子どもの性被害が発生する原因

３割

主な立場は親 サポート的な立場は担任

理想と現状のギャップ

性のタブー感

（４）目標の達成度や成果

性のタブー感によって
大切なことでも話せな
いことで性被害が発生
しているのではない
か？と考えている

話したいが
話せない・・・
わからない



（５）助成事業で成長したこと・変化したこと

① 絵本配布時、お話会時に多くの相談が寄せらた。

② 相談を待つだけではなくお話会をすることで、支
援者や保護者自身が性教育に対しての思いや
ニーズを再確認し、相談できる安心感に繋がっ
ていた。

③ 私たちも地域の性教育団体としての認知度が
上がり、団体内の協力関係が進み、小学校の
校内研修や子ども達への性教育講演依頼も増
えている。

絵本の配付や読み聞かせ・お話会を実施し、子ども達が体の大切さや、気持ちの伝え
方に気づき、包括的性教育の必要性を感じた。

絵本を使った方法

なら私にもできそう



（６）今後の方向性

学習・相談事業の充実

学校（3校） 児童養護施設

① 連 携 ② 事 務 所 移 転

住宅会社 スポーツクラブ

待つだけではなく予防的な関わりを強化するとともに
必要な子どもや家庭に支援が届くようプッシュ型支援、
アウトリーチ型支援を実施していく。

事務を行うメイン1部屋の事務所のため相談や
少人数の学習会に適した環境を整える。



アンケート調査の開示

③ 実 態 調 査 の 開 示 （熊本県）

●保護者と支援者（教員や子どもの居場所となって
いる場所のスタッフ）との性教育に対する意識の差
を少しでもなくすことが課題。

●アンケート結果をもとに関係機関に働きかける

※2023年度子ども家庭庁開庁 ６つのこども政策の理念の中の1つ

 こどもの視点、子育て当事者の視点に立った政策立データ・統計を活用し
たエビデンスに基づく政策立案、ＰＤＣＡサイクル（評価・改善）

✓



～ありがとうございました～


